豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成３０年２月号

雪かき、ご苦労様です。マイナス４℃以下では、水道管が凍り、道路がアイスリンクになることが良く分かりました。寒波はカンパらないで欲しい。今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年３月１３日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

セッション１：高齢者糖尿病の血糖コントロールに関する症例提示と質疑応答
セッション２：事前指示書に関する検討
共催：豊栄病院、中外製薬株式会社

前半は、当科入院から老人施設に入所したところ低血糖が頻回した症例を提示し、高齢者糖尿病の血糖管理の考え方、ステロイド糖尿病、インスリン製剤の特徴と低血糖などについて概説する予定です。後半は、事前指示書に関するものを考えています。１月排泄ケアでしたが、「事前指示書」はやんないの？と問い合わせがありました。昨年医療処置に関する事前指示書の内容を検討してきましたが、それ以外の所が少し足りないようです。足りないところの話を提供したいと思います。パラメディカルの方も是非参加してください。軽食が出ますので参加申し込みは天木まで（柄澤）。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)

67歳女性。受診の3週間前から左下腹部痛があり、2週間前から10日間S状結腸憩室炎のため入院加療を受けていた。退院後4日目、前日から発症した食後の右上腹部痛を主訴に外来受診した。右上腹部に圧痛があり、胆石発作や胆道感染が疑われた。しかし、2週間前のCTでは胆道系の異常は指摘されていない・・・。血液検査はAST 550, ALT 350, ALP 1000, γGTP700, WBC12120。再度CTを撮ると胆のう内と総胆管に2週間前にはなかった石灰化結石を指摘された。やはり胆石発作。前回入院時カルテでロセフィン使用が確認され、同薬による偽胆石症と考えられた。同薬は肝排泄された後、高親和性であるカルシウムと結合し沈殿物を生じる。多くは砂状で半年以内に消失するため、偽胆石症と称されるが、10％前後に胆石発作や胆のう炎、総胆管への陥頓、急性膵炎などを生じるとされる。発生機序から、用量依存的にリスクが高くなり、また長期絶食など胆汁のうっ滞が生じやすい病態の時にも注意が必要と考えられる。今回は、禁食、抗生剤等、1週間の保存的治療で改善して退院した。しかしながら、手術を要した症例の報告もある。偽の胆石で本当の胆石発作が起こるとは・・・・・（菊地博）。[image: image1.jpg]




[image: image2]●在宅医療バックアップシステムの説明会で、
話しました。当院の死亡退院数を見ると１０年前より百人増加し年間３７０人くらいになっています。当院の全死亡診断に占める「老衰」の割合を見たものが上図です。年ごとに増えています。学生の時に老衰はできれば使わないと教えられた記憶がありますが、書かざるを得ない高齢者が増えています。セレモニーに明かりが着いている夜が増えています(柄澤)。
[image: image3]
編集：雪道の運転に気を付けて。副院長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784
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